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『
拾
遺
和
歌
集
』「
哀
傷
」
一
二
八
八
番
歌
は
、

　
　
　
　

朱
雀
院
の
御
四
十
九
日
の
法
事
に
、
か
の
院
の
池
の
お
も
に
き
り
の
た
ち
わ
た

　
　
　
　

り
て
侍
り
け
る
を
見
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
敦
忠

　
　

君
な
く
て
立
つ
あ
さ
ぎ
り
は
藤
衣
池
さ
へ
き
る
ぞ
か
な
し
か
り
け
る
（
１
）

と
あ
る
。
そ
の
ま
ま
読
め
ば
、
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
一
〇
月
二
日
の
朱
雀
院
の
四
十
九
日
に
詠
ん
だ
藤
原
敦
忠
の
歌
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
敦
忠
は
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
三
月
七
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
朱
雀
院
の
四
十
九
日
の
法
事
和
歌
詠
者
に
は
な
り
得
な
い
。
萩
原
宗

固
も
、『
拾
遺
和
歌
集
増
抄
』
の
注
で
、

　
　

敦
忠
集
た
い
こ
の
み
か
と
に
を
く
れ
た
て
ま
つ
り
て　

君
な
く
て
た
つ
朝
き
り
は
ふ
ち
衣
い
ふけ

さは

へイ

きい

ると

そ
か
な
し
か
り
け
る

　
　

私
云
此
集
詞
書
相
違
歟
敦
忠
は
朱
雀
院
御
在
位
天
慶
六
年
に
薨
給
ふ
よ
し
み
え
た
れ
は
家
集
醍
醐
の
み
か
と
に
を
く
れ
た
て
ま
つ
り
て
と

　
　

侍
る
是
な
ら
ん
歟　

猶
可
考
（
２
）

と
、
正
保
板
本
歌
仙
家
集
を
引
い
て
、
醍
醐
天
皇
崩
御
の
こ
と
か
と
し
な
が
ら
も
、「
猶
考
ふ
る
べ
し
」
と
、
結
論
を
留
保
し
て
い
る
。
現
代
の

注
釈
に
お
い
て
も
、
小
町
谷
照
彦
氏
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
脚
注
で
、

三
七

『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

山　

崎　

正　

伸
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○
朱
雀
院
の
御
四
十
九
日
の
法
事　

朱
雀
院
は
、
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
八
月
十
五
日
没
（
扶
桑
略
記
）。
四
十
九
日
は
、
十
月
二
日
。
敦

忠
は
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
三
月
七
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
作
者
で
は
な
い
。
敦
忠
集
に
は
、「
醍
醐
の
帝
に
遅
れ
奉
り
て
」
と
あ
る

の
で
、
醍
醐
天
皇
没
時
の
詠
作
か
。
醍
醐
天
皇
は
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
九
月
二
十
九
日
没
（
日
本
紀
略
）。
四
十
九
日
は
、
十
一
月

十
五
日
。
中
宮
穏
子
が
、
法
事
を
催
し
て
い
る
（
日
本
紀
略
）。
○
か
の
院　

朱
雀
院
の
御
所
。
拾
芥
抄
「
三
条
北
（
南
か
）、
朱
雀
西
、
四

町
。
四
条
北
、
西
坊
城
東
」。
○
立　
「
藤
衣
」
の
縁
語
「
裁
つ
」
を
掛
け
る
。
○
朝
霧　

霧
の
色
を
、
喪
服
の
薄
墨
色
と
見
る
。
○
藤
衣　

喪
服
。
霧
を
、
そ
の
色
か
ら
、
喪
服
と
見
立
て
た
も
の
。
○
き
る　
「
着
る
」
に
、「
霧
る
」
を
掛
け
る
。
▽
池
に
立
つ
霧
を
藤
衣
に
見
立
て

て
、
朱
雀
院
を
哀
悼
す
る
（
３
）

。

と
、
敦
忠
集
の
詞
書
か
ら
「
醍
醐
天
皇
の
没
時
の
詠
作
か
」
と
も
さ
れ
、
ま
た
「
朱
雀
院
を
哀
悼
す
る
」
と
も
さ
れ
る
。
増
田
繁
夫
氏
も
、
和
歌

文
学
大
系
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
脚
注
で
、

○
朱
雀
院
―
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
八
月
十
五
日
、
仁
和
寺
で
崩
御
。
但
し
、
敦
忠
は
そ
れ
以
前
の
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
薨
。
こ
の
歌
は
、

敦
忠
集
・
九
に
「
醍
醐
の
帝
に
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
て
」
の
詞
書
で
見
え
る
の
で
、
醍
醐
帝
の
誤
り
か
。
醍
醐
帝
は
延
長
八
年
（
九
三
〇
）

九
月
崩
御
。
四
十
九
日
は
十
一
月
十
五
日
醍
醐
寺
で
行
わ
れ
た
。
○
か
の
院
―
朱
雀
院
と
す
れ
ば
、
そ
の
退
位
後
長
く
住
み
、
お
く
り
名
に

も
な
っ
た
朱
雀
院
。
右
京
の
朱
雀
大
路
西
・
皇
嘉
門
大
路
東
・
三
条
大
路
南
・
四
条
大
路
北
に
八
町
を
占
め
る
歴
代
の
後
院
。
○
藤
衣
―
喪

服
。
も
と
藤
の
繊
維
製
の
も
の
を
い
う
。
こ
こ
は
池
面
を
覆
う
鈍
色
の
霧
を
喪
服
に
見
立
て
た
（
４
）
。

と
、「
醍
醐
帝
の
誤
り
か
」
と
さ
れ
、「
か
の
院
」
は
「
朱
雀
院
と
す
れ
ば
そ
の
退
位
後
長
く
住
み
、
お
く
り
名
に
も
な
っ
た
朱
雀
院
」
と
も
注
さ

れ
て
い
て
、
ど
ち
ら
と
も
決
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。
宗
固
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
敦
忠
集
』
に
拠
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　

だ
い
ご
の
み
か
ど
に
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
て

　
　

九　

君
な
く
て
た
つ
あ
さ
ぎ
り
は
ふ
ぢ
ご
ろ
も
い
け
さ
へ
き
る
ぞ
か
な
し
か
り
け
る

と
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
九
月
二
九
日
に
崩
御
さ
れ
た
醍
醐
天
皇
へ
の
弔
意
を
詠
ん
だ
敦
忠
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
敦
忠
集
』
の
諸
本
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も
同
じ
で
あ
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
四
十
九
日
の
法
事
と
か
、
朱
雀
院
と
い
う
場
所
と
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

醍
醐
天
皇
崩
御
前
後
の
状
況
を
辿
る
と
、『
日
本
紀
略
』
延
長
八
年
六
月
二
六
日
の
条
に
、

廿
六
日
戊
午
。
諸
卿
侍
二
殿
上
一。
各
議
二
請
雨
之
事
一。
午
三
刻
。
従
二
愛
宕
山
上
一。
黒
雲
起
。
急
有
二
陰
沢
一。
俄
而
雷
声
大
鳴
。
堕
二
清
凉
殿
坤

第
一
柱
上
一。
有
二
霹
靂
神
火
一。
侍
二
殿
上
一
之
者
。
大
納
言
正
三
位
兼
行
民
部
卿
藤
原
朝
臣
清
貫
衣
焼
胸
裂
夭
亡
。
年
六
十
四
。
又
従
四
位
下

行
右
中
弁
兼
内
蔵
頭
平
朝
臣
希
世
顔
焼
而
臥
。
又
登
二
紫
震
殿
一
者
。
右
兵
衛
佐
美
努
忠
包
髪
焼
死
亡
。
紀
蔭
連
腹
燔
悶
乱
。
安
曇
宗
仁
膝

焼
而
臥
。
民
部
卿
朝
臣
（
清
貫
）
載
二
半
蔀
一。
至
二
陽
明
門
外
一
載
レ
車
。
希
世
朝
臣
載
二
半
蔀
一。
至
二
修
明
門
外
一
載
レ
車
。
時
両
家
之
人
悉
乱
二
入

侍
・脱
字
？

。
哭
泣
之
声
。
禁
止
不
レ
休
。
自
レ
是
天
皇
不
予
（
５
）

。

と
あ
っ
て
、
清
涼
殿
落
雷
以
後
体
調
を
崩
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
書
七
月
二
日
の
条
に
は
、「
七
月
二
日
。
天
皇
避
二
清
涼
殿
一。
移
二
坐
常

寧
殿
一。
依
二
去
月
雷
震
之
事
一
也
。」
と
あ
り
、
同
一
五
日
の
条
に
は
、「
十
五
日
。
皇
上
御
咳
病
発
給
」
と
。
そ
し
て
、
八
月
一
九
日
の
条
に
は
、

「
十
九
日
。
給
二
度
者
一
千
人
一。
依
二
御
息
災
之
祈
一
也
。」
と
あ
っ
て
、
同
月
二
五
日
の
条
に
は
、「
廿
五
日
。
右
大
臣
於
二
天
台
山
一
令
レ
読
二
金
剛

般
若
経
一
百
巻
一。
依
レ
祈
二
御
不
予
一

也
。」
と
病
の
進
行
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
扶
桑
略
記
』
延
長
八
年
九
月
七
日
の
条
に
、「
九
月
七
日
丁
卯
。

天
皇
不
豫
。
左
右
大
臣
夜
居
（
６
）
。」
と
あ
っ
て
、
重
陽
の
節
会
も
、『
日
本
紀
略
』
に
拠
る
と
、「
九
月
九
日
。
己
巳
無
二
節
会
一。」
と
中
止
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
後
の
様
子
は
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
六
所
収
の
『
東
寺
長
者
補
任
』
に
委
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
引
用
す
る
と
、

李
部
重
明

王
記
云
、
延
長
八
年
七
月
十
五
日
主
上
御
悩
、
自
九
月
廿
一
日
可
給
行
孔
雀
経
法
、
主
上
云
、
発
向
伊
勢
幣
使
、
不
可
出
七
日
、
斎

日
在
近
、
不
可
於
禁（
中
脱
カ
）法

事
、
右
少
弁
公
忠
奏
曰
、
事
已
始
行
、
不
可
停
廃
、
将
広
隆
寺
令
奉
修
、
上
件
寺
当
養
者
故
也
、
其
法
会
、
会
律

師
為
阿
闍
梨
、
請
僧
廿
一
口
、
七
个
日
不
断
奉
仕
、
第
二
日
退
位
、
結
願
次
日
御
崩
（
７
）

、

と
発
病
か
ら
重
病
と
に
な
り
退
位
さ
れ
崩
御
さ
れ
た
と
あ
る
。
崩
御
に
つ
い
て
は
、『
日
本
紀
略
』
に
、「
○
廿
六
日
丙
戌
。
新
皇
（
朱
雀
）
拝
二︱

覲
先
帝
御
所
一。
○
廿
七
日
丁
亥
。
先
帝
欲
レ
遷
二︱
坐
朱
雀
院
一
之
間
。
御
病
甚
重
。
移
二︱
坐
右
近
衛
府
大
将
曹
司
一。
○
廿
八
日
戊
子
。
太
上
法
皇
（
宇

多
）
幸
二
右
近
衛
府
一。
即
日
還
二
本
院
一。」
と
あ
っ
て
、
同
二
九
日
の
条
に
、「
今
日
。
依
二
太
上
皇
不
予
一。
大
二
赦
天
下
一。
卯
刻
。
法
皇
幸
二
右
近
衛
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四
〇

府
一。
未
一
刻
。
太
上
皇
崩
給
（
８
）

。」
と
、
後
院
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
朱
雀
院
に
遷
御
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
右
近
衛
府
で
崩
御
さ
れ
て
い
る
。
と

な
る
と
、
朱
雀
院
の
池
と
い
う
こ
と
に
も
疑
問
が
生
じ
る
。
醍
醐
天
皇
の
四
十
九
日
は
、『
日
本
紀
略
』
の
一
一
月
一
五
日
の
条
に
、「
十
一
月
十

五
日
。
中
宮
奉
二︱
為
先
皇
一。
被
レ
修
二
中
陰
斎
会
一。」
と
あ
り
、『
李
部
王
記
』
に
は
、「
十
五
日
、
皇
后
奉
為
先
帝
御
七
ゝ
日
、
於
醍
醐
寺
設
法
会
、

公
家
仰
所
司
、
准
御
斎
会
供
奉
之
（
９
）
」
と
あ
っ
て
、
池
は
、
醍
醐
寺
の
池
な
ら
と
も
か
く
も
、
朱
雀
院
と
は
な
ら
な
い
。『
大
和
物
語
』
七
二
段
に
、

醍
醐
天
皇
崩
御
の
七
箇
月
前
に
四
四
歳
で
薨
じ
た
同
腹
弟
敦
慶
親
王
を
悼
む
平
兼
盛
の
詠
歌
が
あ
る
。

　

お
な
じ
宮
、
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
亭
子
院
に
す
み
た
ま
ひ
け
り
。
こ
の
宮
の
御
も
と
に
兼
盛
ま
ゐ
り
け
り
。
召
し
い
で
て
も
の
の
た
ま

ひ
な
ど
し
け
り
。
う
せ
た
ま
ひ
て
の
ち
、
か
の
院
を
見
る
に
い
と
あ
は
れ
な
り
。
池
の
い
と
お
も
し
ろ
き
に
、
あ
は
れ
な
り
け
れ
ば
よ
み
け

る
、 

　
　
　
　

池
は
な
ほ
む
か
し
な
が
ら
の
鏡
に
て
影
見
し
君
が
な
き
ぞ
か
な
し
き（

（1
（

 

と
あ
る
亭
子
院
は
、
宇
多
法
皇
の
女
御
、
醍
醐
天
皇
の
継
母
で
中
宮
の
藤
原
温
子
の
里
邸
で
あ
り
、
温
子
の
娘
で
敦
慶
親
王
の
室
と
な
っ
た
均
子

内
親
王
が
伝
領
し
、
最
終
的
に
は
、
宇
多
法
皇
の
伝
領
と
な
る
も
の
の
、
敦
慶
親
王
の
ゆ
か
り
の
院
で
も
あ
る
。
こ
の
時
の
兼
盛
の
年
齢
は
二
六

歳
と
推
定
さ
れ
（
注
記
１
）る
。
世
間
話
の
相
手
を
す
る
年
齢
と
し
て
も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
共
通
の
場
が
亭
子
院
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
の
場
合
、

朱
雀
院
は
後
院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
朱
雀
院
の
池
ま
で
も
が
、
霧
の
喪
服
を
着
る
と
い
う
歌
と
詞
書
の
状
況
と

は
一
致
し
な
い
。

　
『
拾
遺
和
歌
集
』
諸
本
の
作
者
は
、
藤
原
敦
忠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
敦
忠
集
』
に
も
該
歌
が
あ
る
。
片
桐
洋
一
氏
の
『
拾
遺
和
歌
集
の

研
究
』
に
よ
る
と
、
中
院
道
茂
臨
模
定
家
自
筆
本
に
は
、
作
者
名
「
権
中
納
言
敦
忠
」
の
勘
物
と
し
て
「
天
慶
六
年
薨
卅
八
朝
忠
卿
歟（

（1
（

」
と
作
者

に
疑
問
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
久
曽
神
昇
氏
の
『
藤
原
定
家
筆
拾
遺
和
歌
集
』
も
同
様
で
あ
る（

（1
（

。
藤
原
定
家
も
作
者
に
疑
問
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
敦
忠
と
朝
忠
、
年
齢
も
四
歳
の
差
、
極
官
も
「
権
中
納
言
」
と
「
中
納
言
」、「
敦
」
と
「
朝
」
の
く
ず
し
字
の
形
も
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似
て
い
る
。
仮
名
書
き
で
は
、「
つ
」
と
「
さ
」、
変
体
仮
名
で
見
る
と
、「
徒
・
都
」
と
「
佐
・
散
」
と
近
い
も
の
が
あ
る
。
敦
忠
と
朝
忠
の
作

者
表
記
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
家
集
と
の
間
に
問
題
が
あ
る
も
の
を
上
げ
る
と
、『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
一
三
・
恋
五
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

公
頼
朝
臣
の
む
す
め
に
し
の
び
て
す
み
侍
り
け
る
に
、
わ
づ
ら
ふ
事
あ
り
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
べ
し
と
い
へ
り
け
れ
ば
、
つ
か
は
し
け
る　
　
　
　

朝
忠
朝
臣

　
　

九
六
二　

も
ろ
と
も
に
い
ざ
と
い
は
ず
は
し
で
の
山
こ
ゆ
と
も
こ
さ
む
物
な
ら
な
く
に

と
あ
る
朝
忠
は
、『
後
撰
和
歌
集
』
諸
本
が
朝
忠
と
し
て
い
る
が
、『
敦
忠
集
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

き
む
よ
り
の
卿
の
い
も
う
と
に
し
の
び
て
か
よ
ふ
に
、
わ
づ
ら
ひ
て
し
ぬ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
ひ
た
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一
三
二　

も
ろ
と
も
に
い
ざ
と
い
は
ず
は
し
で
の
山
こ
ゆ
と
も
こ
さ
む
も
の
な
ら
な
く
に

と
採
ら
れ
て
い
る
。
片
桐
氏
は
、「
な
お
、
敦
忠
集
に
も
見
え
る
が
、
後
撰
集
か
ら
誤
っ
て
採
歌
し
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
、
工
藤
重
矩
氏
は
、

「
敦
忠
集
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
『
あ
佐
』
を
『
あ
徒
』
の
誤
り
に
よ
る
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
る（

（1
（

。『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
一
七
・
雑

三
の
大
輔
と
敦
忠
の
贈
答
歌
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
輔
が
ざ
う
し
に
、
あ
つ
た
だ
の
朝
臣
の
物
へ
つ
か
は
し
け
る
ふ
み
を
も
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
へ
た
り
け
れ
ば
、
つ
か
は
し
け
る　
　
　
　
　
　
　

大
輔

　
　

一
二
〇
五　

道
し
ら
ぬ
物
な
ら
な
く
に
あ
し
ひ
き
の
山
ふ
み
迷
ふ
人
も
あ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
忠
朝
臣

　
　

一
二
〇
六　

し
ら
が
し
の
雪
も
き
え
に
し
葦
引
の
山
ぢ
を
誰
か
ふ
み
迷
ふ
べ
き

も
、『
後
撰
和
歌
集
』
で
は
、
諸
本
が
敦
忠
の
歌
と
す
る
が
、『
敦
忠
集
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

人
に
や
る
ふ
み
を
た
い
ふ
に
も
て
た
が
へ
た
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

四
二

　
　

一
三
三　

み
ち
し
ら
ぬ
も
の
な
ら
な
く
に
み
よ
し
の
の
山
ふ
み
ま
ど
ふ
人
も
あ
り
け
り

　
　

一
三
四　

し
ら
が
し
の
ゆ
き
か
き
こ
え
て
あ
し
び
き
の
山
ぢ
を
た
れ
か
ふ
み
ま
ど
ふ
べ
き

と
あ
る
だ
け
で
な
く
、『
朝
忠
集
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　

あ
さ
た
だ
の
衛
も
の
か
み
、
中
納
言
に
お
は
し
け
る
時
、
ほ
か
へ
や
り
た
ま
け

　
　
　
　
　
　

る
ふ
み
を
、
と
り
た
が
へ
て
、
た
い
ふ
の
き
み
に
も
て
き
た
り
け
る
に　
　
　

　
　

一　

道
し
ら
ぬ
も
の
な
ら
な
く
に
あ
し
ひ
き
の
山
ふ
み
ま
ど
ふ
人
も
あ
り
け
り

　
　
　
　
　
　

か
へ
し

　
　

二　

し
ら
が
し
の
ゆ
き
も
た
え
に
し
あ
し
ひ
き
の
山
ぢ
を
た
れ
か
ふ
み
ま
ど
ふ
べ
き

　
　
　
　
　
　

お
な
じ
を
う
な
に　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　

あ
ふ
事
を
松
に
か
か
れ
る
し
ら
ゆ
き
の
ひ
さ
し
き
ほ
ど
に
き
え
ぞ
し
ぬ
べ
き

と
あ
る
。『
朝
忠
集
』
の
詞
書
の
「
朝
忠
の
右
衛
門
督
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
っ
て
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
一
二
月

二
五
日
に
任
じ
ら
れ
、
康
保
二
年
（
九
六
五
）
一
一
月
八
日
に
中
風
に
よ
っ
て
辞
す
る
ま
で
こ
の
職
に
あ
っ
た
と
知
ら
れ
、「
中
納
言
に
お
は
し

ま
し
け
る
時
」
と
あ
る
の
は
、
応
和
三
年
（
九
六
三
）
五
月
四
日
に
五
四
歳
で
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
応
和
三
年
か
ら
康
保
二
年
の
間
の
こ
と

と
な
る
。
大
輔
の
君
は
、
藤
原
穏
子
に
仕
え
た
女
房
で
、
保
明
親
王
の
乳
母
の
娘
で
あ
る
の
で
、
保
明
親
王
と
同
年
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
相

手
が
敦
忠
で
も
朝
忠
で
も
和
歌
の
贈
答
が
成
り
立
つ
が
、『
朝
忠
集
』
の
詞
書
が
正
し
け
れ
ば
、
敦
忠
没
後
の
こ
と
で
あ
る
。
猶
、『
朝
忠
集
』
三

番
歌
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
使
用
し
た
の
で
、
底
本
が
藤
田
美
術
館
蔵
小
堀
本
で
あ
る
が
、
西
本
願
寺
本
に
よ
る
と
、

　
　
　

 　
　
　
　

た
い
ふ
に

　
　

四
四　

あ
ふ
こ
と
を
ま
つ
に
か
ゝ
れ
る
し
らつ
ゆ
は
ひ
さ
し
き
ほ
と
に
き
え
そ
し
ぬ
へ
き（

（1
（

と
大
輔
に
と
あ
っ
て
、
大
輔
と
の
連
続
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
一
二
・
恋
四
の



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

四
三

　
　
　
　
　
　
　
　

大
輔
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る　
　
　
　
　
　

敦
忠
朝
臣　
　

 
　
　

八
九
〇　

池
水
の
い
ひ
い
づ
る
事
の
か
た
け
れ
ば
み
ご
も
り
な
が
ら
と
し
ぞ
へ
に
け
る

は
、
萩
原
宗
固
の
『
後
撰
和
歌
集
増
抄
』
で
は
、「
敦
忠
集
不
載
之
」
と
し
、

　
　

古
今
六
帖
第
五
い
ひ
は
し
む
藤
原
あ
りつ
歟

た
ゝ
哥
此
集
に
同
し
《
六
帖
二
五
四
七
》　

新
後
撰
恋
一
為
氏
も
ら
さ
は
や
山
も
と
か
け
て
せ
く

　
　

池
の
い
ひ
い
て
か
た
き
こ
ゝ
ろ
あ
り
と
も
《
新
後
撰
八
一
四
》　

新
葉
集
恋
一
冷
泉
入
道
前
右
大
臣
と
へ
か
し
な
袖
の
み
ぬ
れ
て
池
水
の

　
　

い
ひ
い
て
か
た
き
下
の
こ
ゝ
ろ
を
《
新
葉
六
八
（
注
記
２
）〇

》

と
注
し
て
い
る
よ
う
に
、『
敦
忠
集
』
に
は
無
く
、『
古
今
六
帖
』
で
は
「
ふ
ぢ
は
ら
の
あ
つ
た
だ
」
と
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
朝
忠
集
』

に
は
、

　
　
　
　
　
　

は
じ
め
の
に
や

　
　

九　

い
け
水
の
い
ひ
い
づ
る
こ
と
の
か
た
け
れ
ば
み
ご
も
り
な
が
ら
と
し
ぞ
へ
に
け
る

と
あ
り
、
西
本
願
寺
本
で
は
二
一
番
歌
と
し
て
、
一
七
番
歌
か
ら
の
大
輔
と
の
一
連
の
贈
答
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
片
桐
氏
が
、

「
▽
古
今
六
帖
に
は
敦
忠
の
作
と
す
る
が
、
朝
忠
集
に
見
え
る
。
堀
河
本
・
坊
門
局
筆
本
は
作
者
名
『
朝
忠
朝
臣
』
と
す
る（

（1
（

。」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

作
者
表
記
や
私
家
集
に
敦
忠
と
朝
忠
に
は
搖
れ
が
生
じ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、『
拾
遺
和
歌
集
』
一
二
八
八
番
歌
の
作
者
を
朝
忠
と
見
る
な
ら
ば
、

朱
雀
院
崩
御
の
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
に
は
四
三
歳
で
あ
っ
た
。
朝
忠
は
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
に
「
東
宮
侍
中
」

と
あ
る
。
月
日
は
不
明
な
た
め
、
こ
の
東
宮
は
六
月
一
九
日
薨
じ
た
慶
頼
王
か
、
一
〇
月
二
一
日
に
立
太
子
し
た
寛
明
親
王
か
は
不
明
で
あ
る
も

の
の
、
延
長
四
年
（
九
二
六
）
一
月
七
日
に
東
宮
御
給
に
よ
り
従
五
位
下
に
敍
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
東
宮
は
寛
明
親
王
、
後
の
朱

雀
天
皇
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
そ
し
て
、
延
長
八
年
九
月
二
二
日
の
朱
雀
天
皇
即
位
の
後
、
一
一
月
一
八
日
に
五
位
の
蔵
人
に
補
さ
れ
て
お
り
、

天
慶
六
年
（
九
四
三
）
正
月
七
日
に
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
ま
で
、
一
〇
年
以
上
蔵
人
と
し
て
天
皇
の
側
近
く
勤
め
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
よ
う
な
近

い
関
係
か
ら
か
、『
朝
忠
集
』
に
は
、
朱
雀
院
崩
御
に
関
連
し
て
、



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

四
四

　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
十
五
や
、
す
ざ
く
院
の
み
か
ど
か
く
れ
給
ひ
て
の
ち
、
御
四
十
九
日
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
も
り
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
殿
上
人
人
の
よ
み
あ
つ
め
た
り
け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
た
だ
の
あ
そ
う

　
　
　

六
七　

つ
れ
づ
れ
と
へ
に
け
る
ほ
ど
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
む
か
し
と
ほ
く
も
な
り
に
け
る
か
な　
　
　
（
万
代
・
雑
六
・
朝
忠
・
三
七
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
九
日
、
女
方
い
れ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
た
だ

　
　
　

六
八　

し
ぐ
れ
つ
つ
こ
ず
ゑ
こ
ず
ゑ
に
う
つ
る
と
も
つ
ゆ
に
お
く
れ
し
秋
な
わ
す
れ
そ　
　
　
　
（
秋
風
・
雑
下
・
朝
忠
・
一
三
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　

し
げ
み
つ
の
あ
そ
う
の
本
に
、
女
、
た
れ
と
も
し
ら
で
、
あ
さ
た
だ
の
あ
そ
う　
　
　
　
　
　
　
　
〈
信
明
集
四
七
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

の
う
た
ふ
た
つ
が
か
へ
し
を
し
て
や
る　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
た
だ

　
　
　

六
九　

世
中
は
た
だ
今
日
の
ご
と
思
ほ
え
て
あ
は
れ
む
か
し
に
な
り
や
行
く
ら
ん　
　
　
　
　
（
続
千
載
・
雑
下
・
朝
忠
・
一
九
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
、
御
わ
ざ
は
て
て
十
月
に
、
し
が
ま
で
し
け
る
山
ご
え
の
う
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
た
だ

　
　
　

七
〇　

そ
ほ
ち
つ
つ
物
思
ふ
人
の
行
く
道
は
な
が
る
る
水
ぞ
し
る
べ
な
り
け
る　
　
　
　
　
　
（
新
千
載
・
哀
傷
・
朝
忠
・
二
一
六
九
）

と
、
連
続
す
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
て
、
そ
の
と
し
の
十
一
月
に
、
わ
か
宮
の
御
は
か
ま
、
内
の
き
せ
た
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
せ
給
ふ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

七
一　

お
ほ
は
ら
や
を
し
ほ
の
こ
松
は
を
し
げ
み
い
と
ど
ち
と
せ
の
か
げ
と
な
ら
な
む　
　
　
（
新
勅
撰
・
賀
・
朝
忠
・
四
五
五
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
一
一
月
二
八
日
の
昌
子
内
親
王
の
裳
着
の
折
り
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
裳
着
は
『
吏
部
王
記
』
に
よ
る

と
、

　
　

廿
八
日
、
昌
子
内
親
王
初
服
袴
、
主
上
親
結
腰
給
、
其
膳
物
従
御
厨
子
所
弁
備
之
、（
中
略
）
朱
雀
院
并
殿
上
男
女
官
饗
、
其
侍
臣
十
余



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

四
五

　
　

人
召
弘
徽
殿
南
廊
給
酒
肴
、
中
宮
職
給
禄（

（1
（

、

と
あ
っ
て
、
村
上
天
皇
が
袴
着
の
腰
結
を
さ
れ
て
い
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
二
〇
・
哀
傷
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

朱
雀
院
、
う
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
ほ
ど
ち
か
く
な
り
て
、
太
皇
太
后
宮
の
を
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　

く
お
は
し
ま
し
け
る
を
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　

御
製

　

一
三
二
三　

く
れ
竹
の
わ
が
世
は
こ
と
に
成
り
ぬ
と
も
ね
は
た
え
せ
ず
も
な
か
る
べ
き
か
な

と
、
三
〇
歳
で
亡
く
な
る
朱
雀
院
が
、
三
歳
の
愛
娘
を
残
し
て
逝
く
思
い
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、『
朱
雀
院
御
集
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

御
や
ま
ひ
お
も
く
な
ら
せ
給
ひ
て
、
太
皇
太
后
宮
の
い
ま
だ
を
さ
な
く
お
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
け
る
を
、
み
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一
六　

く
れ
竹
の
わ
が
世
は
こ
と
に
な
り
ぬ
と
も
ね
は
た
え
せ
ず
も
な
か
る
べ
き
か
な

と
重
病
と
な
っ
て
の
歌
で
、『
大
日
本
史
料
』
所
収
の
「
石
清
水
文
書
」
に
よ
る
と
、
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
一
月
二
七
日
の
こ
と
と
し
て
、「
去

月
廿
七
日
与
利
御
惱
忽
重
志
弖
、
平
癒
未
期
寸
」
と
あ
っ
て
、
同
文
書
の
続
き
と
し
て
、
二
月
八
日
に
は
、

如
此
非
常
乃
災
難
乎
は
、
大
菩
薩
厚
護
広
助
尓
依
弖
奈
牟
可
払
除
支
、
故
是
以
従
四
位
下
行
右
馬
頭
藤
原
朝
臣
季
方
乎
差
使
天
奉
出
給
布
、
掛
畏
支
大

菩
薩
。
平
具
此
由
遠
知
食
天
、
不
廻
時
日
寸
、
御
惱
乎　

令
除
愈
給
比
、
夜
守
日
守
利
、
常
磐
堅
磐
尓
、
護
幸
へ
給
へ
と
、
恐
美
恐
美
も
、
申
給
し
と
申　

　
　

天
暦
六
年
二
月
八
日（

（1
（

と
、
朱
雀
上
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
っ
て
い
る
。「
続
伝
燈
広
録
」
に
は
、「
藤
皇
太
后
穏
子
、〈
中
略
〉
天
暦
六
年
三
月
十
日
、
請
東
院
定
助
而
受
法
、

上
皇
倶
作
三
礼
、
在
仁
和
別
院
、
善
護
金
剛
乗
観
練
薫
修
、
不
記
薨
年
矣
、」
と
権
律
師
定
助
か
ら
法
を
受
け
、「
醍
醐
寺
雑
事
記
」
に
よ
る
と
、

吏
部
王
記
云
、〈
中
略
〉
天
暦
六
年
三
月
十
四
日
、
晡
〈
亥
〉
時
、
太
上
天
皇
落
餝
入
道
、
延
暦
寺
座
主
権
大
僧
都
延
昌
為
和
上
、
法
性
寺

座
主
権
律
師
鎮
朝
為
親
教
師
、
剃
御
髮
、
運
照
阿
闍
梨
、
勢
祐
已
講
為
唄
師
、
上
皇
語
絶
、
已
経
九
日
、
傍
人
受
戒
云
々
、

と
一
四
日
に
は
受
戒
し
て
い
る
。
ま
た
、『
河
海
抄
』
に
は
、
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吏
部
王
記
云
天
暦
六
年
八マ

マ
四
月月

廿
七
日
太
上
皇
乳
母
加
賀
命
婦
告
送
云
院
御
悩
弥
重
諸
人
申
遷
宮
可
宜
之
由
去
月
一
日
参
二
条
院
依
物
忌
立

　
　

西
門
外
案
内
之
去
廿
七
日
八
九
日
御
悩
危
急
卅
日
晩
以
後
頗
平
復
云
　々

六
日
従
今
夜
上
皇
御
悩
漸
篤
十
三
日
此
晩
上
皇
悶
絶
良
久
云
々

　
　

入
夜
院
近
臣
告
御
悩
重
由
亥
剋
重
参
同
十
四
日
落
餝
入
道（

（2
（

と
あ
っ
て
、
一
進
一
退
の
様
子
が
窺
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
詠
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
部
に
は
、
こ
の
最
期
に
近
い
頃
、
幼
い
愛
娘
の
行
く
末
を
案
じ
た
朱
雀
院
の
歌
と
、
問
題
に
し
て
い
る
朱
雀
院
の
四
十

九
日
の
歌
の
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
二
首
と
も
『
拾
遺
抄
』
に
は
な
く
、
花
山
院
が
に
増
補
し
た
歌
で
あ
る
。

　

朱
雀
院
の
池
に
つ
い
て
は
、『
能
宣
集
』
の
西
本
願
寺
本
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

朱
雀
院
の
池
に
て
、
こ
れ
か
れ
ふ
ね
に
の
り
て
あ
そ
び
侍
る
に
、
か
ぢ
と
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　

か
は
り
侍
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

四
四
九　

水
な
れ
ば
あ
ま
の
が
は
に
も
か
よ
ふ
ら
む
い
ざ
さ
し
の
ぼ
れ
月
ち
か
く
み
む

と
あ
り
、
書
陵
部
蔵
所
本
二
九
四
番
歌
の
詞
書
に
は
、「
朱
雀
院
の
つ
り
ど
の
の
ふ
ね
に
の
り
て
、
こ
れ
か
れ
あ
そ
ぶ
。
か
ぢ
と
り
に
か
は
り
て
」

と
あ
っ
て
、
南
池
に
釣
殿
が
あ
り
船
着
き
場
も
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
池
の
水
面
が
霧
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、『
拾
遺

和
歌
集
』
一
二
八
八
番
歌
の
詞
書
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
醍
醐
天
皇
は
、
右
近
衛
府
大
将
曹
司
で
崩
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
右
大
将
は
、
叔
父
で
あ
り
女
御
能
子
の
父
で
あ
る
藤
原
定
方
で
あ
っ
た
。
朱
雀
院
を
後
院
と
さ
れ
る
用
意
は
あ
っ
た
も
の
の
、
朱
雀
院

に
は
住
し
て
い
な
い
。
朱
雀
院
と
す
る
撰
者
花
山
院
と
何
か
の
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
前
に
「『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
二
十
哀
傷
部
巻
頭
四
首
の
詠
歌
の
場
を
め
ぐ
っ
て（

（2
（

」
を
書
い
た
時
に
、
藤
原
慶
子
の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
が
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

少
し
、
余
談
に
付
き
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
昔
話
を
挿
入
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
最
後
の
年
だ
か
ら
と
お
許
し
願
い
た
い
。
そ
れ
は
、
益
田
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勝
実
氏
の
『
火
山
列
島
の
思
想
』
の 

新
装
版
あ
と
が
き
に
、

初
版
の
と
き
、「
心
の
極
北
」
の
皇
子
・
童
子
と
並
べ
て
書
き
た
か
っ
た
の
は
、

　
　

朱
雀
院
の
御
時
入
内
の
後
、
い
か
な
る
事
か
あ
り
け
ん
、
清
慎
公
の
も
と
へ
遣
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
御
藤
原
慶
子

　

身
の
憂
き
に
思
ひ
余
り
の
果
て
果
て
は
親
さ
へ
つ
ら
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
玉
葉
和
歌
集
』
巻
第
一
三
）

と
い
う
、
親
を
深
く
怨
む
歌
を
残
し
て
い
る
人
の
こ
と
だ
っ
た
。
う
ま
く
書
け
ず
、
投
げ
出
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

朱
雀
院
の
女
御
に
な
っ
た
人
だ
が
、
夫
の
天
皇
は
、
わ
ず
か
二
十
四
歳
で
、
弟
の
村
上
天
皇
に
譲
位
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
祖
父
藤
原

忠
平
・
父
実
頼
ら
の
画
策
と
思
わ
れ
る
。
退
位
後
も
、
除
目
の
夜
、
弟
の
天
皇
と
と
も
に
任
免
を
行
な
お
う
と
望
ん
で
、
参
内
を
門
前
で
は

ば
ま
れ
る
な
ど
、
こ
の
人
が
親
を
怨
ん
だ
こ
と
の
内
実
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
う
も
満
足
で
き
る
資
料
が
揃
わ
な
い
。

摂
関
政
治
期
の
、
政
策
の
道
具
と
し
て
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
后
妃
の
こ
と
が
書
き
き
れ
な
い
で
い
る
の
が
、
残
念
だ
。

　

こ
の
歌
が
、
ず
っ
と
後
、
中
世
の
『
玉
葉
和
歌
集
』
に
な
っ
て
や
っ
と
出
て
く
る
こ
と
、
そ
れ
ま
で
ど
こ
に
ど
う
し
て
い
た
か
、
恋
の
歌

の
な
か
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
も
気
に
か
か
る
。

　
　

一
九
八
二
年
一
二
月
七
日　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
田
勝
実（

（2
（
　

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
装
丁
を
変
え
て
再
版
さ
れ
た
時
に
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
早
く
こ
れ
を
目
に
し
て
い
た
ら
と
思
う
。
新
装
版
は
、
勝

手
に
同
じ
物
と
決
め
て
、
購
入
し
な
か
っ
た
。
昭
和
四
三
年
の
初
版
本
は
、
昭
和
四
四
年
に
大
学
に
入
学
し
、
こ
の
本
を
知
っ
た
時
に
は
、
貧
乏

学
生
に
は
買
え
な
い
古
本
価
格
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
東
急
東
横
線
の
新
丸
子
駅
近
く
の
、
甘
露
書
房
の
書
架
の
片
隅
に
、
手
頃
な
値
札
が

つ
い
た
『
火
山
列
島
の
思
想
』
を
見
つ
け
た
。
表
紙
見
返
し
に
、「
乞
大
斧　
　

益
田
勝
実
」
と
筆
書
き
さ
れ
た
小
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
を
目

に
し
た
時
の
、
驚
き
と
喜
び
を
今
も
覚
え
て
い
る
。
そ
の
思
い
が
、
新
装
版
の
購
入
も
、
手
に
取
る
こ
と
も
さ
せ
ず
に
い
た
。
文
庫
本
は
、
こ
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れ
だ
っ
た
ら
、
講
義
時
に
先
輩
の
本
と
紹
介
し
、
購
入
を
勧
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
手
に
取
っ
た
。
そ
し
て
、
上
記
の
「
あ
と
が
き
」
を
見
つ
け
た
。

益
田
氏
は
、
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
前
に
、
皇
孫
慶
頼
王
立
太
子
と
穏
子
立
后
に
つ
い
て
書
い
た
時
に
も
、

摂
関
家
を
引
き
継
ぐ
忠
平
に
し
て
も
盤
石
な
体
制
を
築
き
あ
げ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
朱
雀
天
皇
は
、
延
長
元
年
七
月
二
四
日
誕

生
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
穏
子
の
懐
妊
は
分
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
立
太
子
が
執
り
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
忠
平
が
摂
関
家
の
権
力
を
継
承
す
る
た
め
に
は
、
時
平
の
女
仁
善
子
が
生
ん
だ
皇
孫
慶
頼
王
を
皇
太
子
に
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
親
母
を
皇
太
夫
人
に
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
例
を
、
故
前
皇
太
子
之
保
明
親
王
の
親
母
と
い
う
こ
と
で
で
も
穏
子
立
后
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
保
明
親
王
の
六
七
日
以
前
と
い
う
時
に
立
后
を
急
い
だ
の
は
、
皇
孫
慶
頼
王
の
立
太
子
の
た
め
で
あ
っ
た
と
推
量
す

る（
（2
（

。

と
書
い
た
も
の
の
、
寛
明
（
朱
雀
）
が
穏
子
の
所
生
と
し
て
釈
然
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
譲
位
に
つ
い
て
も
、『
朱
雀
院
御
集
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
ゐ
さ
せ
給
ひ
け
る
日
、
雨
の
ふ
り
け
れ
ば
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一
二　

日
の
ひ
か
り
て
り
そ
ふ
今
日
の
し
ぐ
る
る
は
い
づ
れ
の
か
た
の
行
へ
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
の
お
ほ
ん
返
し　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一
三　

し
ら
雲
の
お
り
ゐ
る
か
た
や
時
雨
る
ら
ん
お
な
じ
み
や
ま
の
ふ
も
と
な
が
ら
に

と
あ
っ
て
、『
大
鏡
』
で
は
、

母
后
の
御
も
と
に
行
幸
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
し
を
、「
か
か
る
御
有
様
の
思
ふ
や
う
に
め
で
た
く
う
れ
し
き
こ
と
」
な
ど
奏
せ
さ
せ
給
た
ま
ひ
て
、

「
今
は
東
宮
ぞ
か
く
て
見
聞
こ
え
ま
ほ
し
き
」
と
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
を
、
心
も
と
な
く
急
ぎ
思
し
召
し
け
る
こ
と
に
こ
そ
あ
り
け
れ
と
て
、
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ほ
ど
も
な
く
譲
り
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
后
の
宮
は
、「
さ
も
思
ひ
て
も
申
さ
ざ
り
し
こ
と
を
。
た
だ
ゆ
く
末
の
こ
と
を
こ
そ
思
ひ

し
か
」
と
て
、
い
み
じ
う
嘆
か
せ
た
ま
ひ
け
り
。
さ
て
、
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
て
後
、
人
々
の
嘆
き
け
る
を
御
覧
じ
て
、
院
よ
り
后
の
宮
に
聞

こ
え
さ
せ
た
ま
へ
り
し
、
国
譲
り
の
日
、

　
　

日
の
ひ
か
り
出
で
そ
ふ
今
日
の
し
ぐ
る
る
は
い
づ
れ
の
方
の
山
辺
な
る
ら
む

后
の
宮
の
御
返
し
、

　
　

白
雲
の
お
り
ゐ
る
方
や
し
ぐ
る
ら
む
お
な
じ
み
山
の
ゆ
か
り
な
が
ら
に

な
ど
ぞ
き
こ
え
は
べ
り
し
。
院
は
数
月
、
綾
綺
殿
に
こ
そ
お
は
し
ま
し
し
か
。
後
は
少
し
悔
い
思
し
召
す
こ
と
あ
り
て
、
位
に
か
へ
り
即
つ

か
せ
た
ま
ふ
べ
き
御
祈
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
と
あ
る
は
、
ま
こ
と
に
や（

（2
（

。

と
あ
る
。
譲
位
以
前
を
遡
っ
て
見
て
も
、
譲
位
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、
疾
病
の
記
事
や
、
陽
成
天
皇
の
よ
う
な
問
題
行
動
も
見
ら
れ

な
い
。『
貞
信
公
記
』
天
慶
九
年
四
月
二
〇
日
の
条
に
、「
□［
廿
］日

、
庚
辰
、
有
譲
位
宣
命
、
事
了
今
上
降
殿
拝
舞
、
則
辞
譲
表
奉
於
天
皇
、
令
不
許
、

今
日
雨
議
［
儀
］

也（
（2
（

」
と
あ
っ
て
、
天
気
も
一
致
す
る
。
そ
し
て
、『
九
暦
』
の
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
六
月
二
六
日
の
条
に
、

重
奏
云
、
太
上
天
皇
遜
位
之
後
、
不
可
一
日
留
禁
中
、
而
去
天
慶
九
年
四
月
禅
位
之
後
、
上
皇
猶
御
弘
徽
殿
、
至
七
月
御
出
於
朱
雀
院
、
是

則
依
夏
三
月
南
方
王
相
也
、
又
皇
后
数
日
不
可
住
人
家
、
而
當
今
大
后
者
、
延
長
元
年
四
月
立
后
、
住
太
政
大
臣
五
条
家
之
間
、
即
識
、
至

十
月
移
御
主
殿
寮
、
是
亦
雖
無
慥
例
、
有
新
議
被
行
云
々
、
以
是
謂
之
、
當
時
之
定
、
無
殊
難
歟
、
若
猶
可
有
其
難
、
先
造
設
居
處
、
可
被

行
其
事
歟（

（2
（

、

と
、
譲
位
後
も
宮
中
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
は
、「
夏
三
月
南
方
王
相
也
」
と
理
由
が
あ
る
。
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
四
月
二
〇
日
に
譲
位
で
あ

る
か
ら
、『
簾
中
抄
』
に
「
夏
三
月
、
南
ふ
た
か
る
、
立
夏
四
月
節
巽
王
離
相　

夏
五
月
中
離
王
坤
相（

（2
（

」
と
、
確
か
に
王
相
塞
が
り
で
あ
る
。
し

か
し
、『
貞
信
公
記
』
の
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
四
月
一
五
日
の
条
に
、「
十
五
日
、
行
幸
朱
雀
院
、
昨
暁
中
宮
有
重
煩
給
、
仍
欲
幸
彼
院（

（2
（

」
と
あ

り
、『
日
本
紀
略
』
に
も
、「
十
五
日
庚
午
。
天
皇
幸
二
朱
雀
院
一。
依
二
大
后
御
悩
一
也
。
皇
輦
出
レ
宮
之
間
。
雨
脚
不
レ
休
。
入
レ

夜
還
宮
。
今
日
有



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
〇

二
沙
汰
一。
不
レ
出
二
御
天
一
太
白
方（

（2
（

一。」
と
村
上
天
皇
が
朱
雀
院
に
行
幸
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
太
白
神
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
王
相

方
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
日
本
暦
日
原
典
』
に
よ
る
と
、
四
月
一
〇
日
が
立
夏
と
な
る（

（3
（

。
前
記
し
た
『
貞
信
公
記
』
記
事
に
拠
る
と
、
宮
中
か

ら
朱
雀
院
は
王
相
方
塞
が
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
村
山
修
一
氏
は
、「
王
相
は
月
塞
り
の
禁
忌
で
春
三
月
東
塞
り
、
夏
三
月
南
塞
り
、
秋
三
月

西
塞
り
、
冬
三
月
北
塞
り
、
方
違
は
他
人
の
家
で
十
五
日
違
う
と
云
う
が
。
十
一
世
紀
は
ま
た
左
程
厳
重
に
は
守
ら
れ
て
い
な
い（

（3
（

。」
と
さ
れ
る
。

王
相
方
は
、
そ
れ
が
理
由
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
王
相
方
違
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
三
ヶ
月
に
亘
っ
て

宮
中
に
留
ま
る
こ
と
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
不
本
意
な
譲
位
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

朱
雀
天
皇
が
譲
位
し
た
時
、
慶
子
の
推
定
年
齢
で
あ
る
が
、
村
上
天
皇
に
入
内
し
た
述
子
が
一
四
歳
で
、『
律
令
』
の
「
第
四
戸
令
第
八
」
の

「
凡
そ
男
の
年
十
五
、
女
の
年
十
三
以
上
に
し
て
、
婚
嫁
聴
せ（

（3
（

。」
を
待
っ
て
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
慶
子
も
同
じ
く
ら
い
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
あ
く

ま
で
も
推
定
年
齢
だ
が
一
九
歳
で
、
後
宮
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。
慶
子
が
後
院
の
朱
雀
院
に
住
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
、『
後
撰
和
歌
集
』

巻
第
二
・
春
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　

朱
雀
院
の
さ
く
ら
の
お
も
し
ろ
き
こ
と
と
延
光
朝
臣
の
か
た
り
侍
り
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　

見
る
よ
し
も
あ
ら
ま
し
も
の
を
な
ど
、
む
か
し
を
思
ひ
い
で
て　

大
将
御
息
所

　
　
　

六
一　

さ
き
さ
か
ず
我
に
な
つ
げ
そ
さ
く
ら
花
人
づ
て
に
や
は
き
か
ん
と
思
ひ
し

と
あ
る
。
詞
書
の
「
見
る
よ
し
も
あ
ら
ま
し
も
の
を
な
ど
、
む
か
し
を
思
ひ
い
で
て
」
と
、
歌
か
ら
す
れ
ば
、
慶
子
は
朱
雀
院
で
の
生
活
が
あ
っ

て
、
朱
雀
院
の
桜
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
朱
雀
院
を
離
れ
里
邸
に
戻
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
朱
雀
天

皇
が
譲
位
す
れ
ば
、
朱
雀
の
後
宮
は
解
体
し
て
、
醍
醐
天
皇
が
崩
御
し
て
、
醍
醐
の
後
宮
が
解
体
し
た
お
り
の
女
御
能
子
の
『
続
古
今
和
歌
集
』

巻
第
一
六
・
哀
傷
の

　
　
　
　
　
　
　
　

延
長
八
年
九
月
、
右
近
府
大
将
曹
司
に
い
で
さ
せ
給
ひ
け
る
時
、
女
御
更
衣
み

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ま
か
り
い
で
侍
り
け
れ
ば
、
う
へ
の
つ
ぼ
ね
の
障
子
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
喜
女
御
三
条
右
大
臣
娘

　

一
三
九
五　

あ
き
か
ぜ
に
た
ぐ
ふ
こ
の
は
の
い
ま
は
と
て
お
の
が
ち
り
ぢ
り
な
る
ぞ
か
な
し
き

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
里
邸
に
戻
る
。
し
か
し
、
女
御
熙
子
女
王
の
母
、
藤
原
仁
善
子
は
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
一
二
月

一
九
日
の
条
に
、「
今
夜
。
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
仁
善
子
卒
。
仁
善
子
者
。
故
贈
太
政
大
臣
第
一
女
。
先
々
坊
御
息
所
。
王
女
御
母
也（

（3
（

。」
と
、
朱

雀
天
皇
譲
位
の
一
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
母
の
元
に
下
が
る
と
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
大
和
物
語
』
六
一

段
の
「
亭
子
院
に
、
御
息
所
た
ち
あ
ま
た
御
曹
司
し
て
す
み
た
ま
ふ（

（3
（

」
の
よ
う
に
、
朱
雀
院
に
住
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
遅
れ
て
七
月

に
朱
雀
上
皇
は
朱
雀
院
に
移
御
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
女
御
熙
子
女
王
は
、
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
五
月
五
日
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
折
り
の
朱

雀
上
皇
の
歌
は
、『
玉
葉
和
歌
集
』
巻
第
一
七
・
雑
四
の
二
三
四
七
番
歌
と
、『
延
喜
御
集
』
と
『
朱
雀
院
御
集
』
に
あ
る
。『
延
喜
御
集
』
に
よ

る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　

朱
雀
院
の
御
門
、
あ
に
の
御
ぜ
ば
う
の
お
ほ
ん
む
す
め
ま
ゐ
り
給
て
、
や
う
女

　
　
　
　
　
　
　
　

御
と
き
こ
え
て
、
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
き
た
ま
け
る
ほ
ど
に
、
う
せ
給
に
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

ば
、
か
ぎ
り
な
く
お
ぼ
し
わ
び
て　
　

　
　
　

三
六　

ひ
と
り
ね
に
有
り
し
む
か
し
の
こ
ひ
し
く
て
な
ほ
な
き
と
こ
を
も
と
め
つ
る
か
な

と
あ
る
詞
書
か
ら
も
、
煕
子
女
王
に
対
し
て
寵
愛
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
改
め
て
、『
朱
雀
院
御
集
』
か
ら
、
熙
子
女
王
関
係
の
歌
を

掲
示
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　

女
御
し
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
ろ
、
給
は
せ
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

六　

た
ま
ぼ
こ
の
み
ち
は
は
る
か
に
あ
ら
ね
ど
も
う
た
て
雲
ゐ
に
ま
ど
ふ
こ
ろ
か
な
（
新
古
今
・
恋
四
・
一
二
四
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

七　

お
も
ひ
や
る
こ
こ
ろ
は
空
に
あ
る
も
の
を
な
ど
か
雲
ゐ
に
あ
ひ
み
ざ
る
ら
ん　

（
新
古
今
・
恋
四
・
一
二
四
九
）



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
二

　
　
　
　
　
　
　
　

女
王
に
、
秋
の
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

八　

か
ら
く
し
て
お
も
ひ
わ
す
る
る
恋
し
さ
を
む
し
の
声
声
お
ど
ろ
か
す
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
す
所
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一
〇　

ほ
と
と
ぎ
す
な
く
一
こ
ゑ
に
あ
け
ぬ
れ
ば
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
心
ち
こ
そ
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
じ
み
や
す
所
の
う
せ
給
へ
る
こ
ろ
よ
ま
せ
た
ま
へ
る　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一
一　

ひ
と
り
ね
に
あ
り
し
む
か
し
の
お
ぼ
ほ
え
て
猶
な
き
か
ら
を
も
と
め
つ
る
か
な
（
玉
葉
・
雑
四
・
二
三
四
七
、
延
喜
三
六
）

と
あ
る
。
一
一
番
歌
の
第
四
句
「
猶
な
き
か
ら
を
」
は
、『
玉
葉
和
歌
集
』
や
『
延
喜
御
集
』
の
「
な
ほ
な
き
と
こ
を
」
の
「
と
こ
（
止
己
）」
を

「
か
ら
（
可
良
）」
と
誤
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
連
の
和
歌
か
ら
も
女
御
熙
子
女
王
へ
の
情
愛
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
翌
年
の
天
暦
五
年
一
〇
月
九
日
に
没
し
た
慶
子
に
関
わ
る
歌
が
見
ら
れ
な
い
。『
延
喜
御
集
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
ど
ち
ひ
さ
く
お
は
し
ま
し
て
、
を
か
し
き
こ
と
も
す
く
な
か
り
け
る
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　

御
か
う
ぶ
り
し
給
て
、
本
院
女
御
を
の
の
宮
の
御
む
す
め
ま
ゐ
り
給
て
後
、
い
か
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
し
め
し
け
む
。
ち
ち
お
と
ど
の
御
も
と
に

　
　
　

三
二　

身
の
う
き
に
お
も
ひ
あ
ま
り
の
は
て
は
て
は
お
や
さ
へ
つ
ら
き
物
に
ざ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

三
三　

か
ぎ
り
な
き
こ
こ
ろ
に
か
な
ふ
身
な
ら
ね
ば
こ
を
も
い
か
が
は
う
ら
み
ざ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
御
門
は
。
女
の
御
た
め
に
。
な
さ
け
な
く
な
ん
お
は
し
ま
し
け
る

と
あ
る
。「
み
か
ど
ち
ひ
さ
く
お
は
し
ま
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
九
月
二
二
日
に
「
先
帝
逃
レ
位
。
譲
二
皇
太
子
一。
年
八
。」

（『
日
本
紀
略
』）
と
あ
る
朱
雀
天
皇
の
こ
と
で
、「
御
か
う
ぶ
り
し
給
て
」
と
い
う
の
は
、
承
平
七
年
（
九
三
七
）
一
月
四
日
に
「
天
皇
於
二
紫
宸

殿
一。
加
二
元
服
一。
年
十
五
。」（『
日
本
紀
略
』）
で
あ
る
が
、
問
題
は
、「
本
院
女
御
を
の
の
宮
の
御
む
す
め
ま
ゐ
り
給
て
」
で
あ
ろ
う
。
元
服
の
後
、



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
三

二
月
一
九
日
に
入
内
し
た
の
は
、「
以
二
文
献
彦
太
子
女
熙
子
女
王
一
為
二
女
御
一。」（『
日
本
紀
略
』）
で
あ
る
。
本
院
と
は
、
時
平
の
邸
第
で
、
熙

子
女
王
の
母
で
あ
る
仁
善
子
の
母
を
『
平
安
時
代
史
事
典
』
は
「
廉
子
女
王
か
」
と
す
る
。
廉
子
女
王
は
本
康
親
王
の
娘
で
保
忠
の
母
で
あ
っ
て
、

仁
善
子
の
母
と
す
る
に
は
年
齡
的
に
難
が
あ
る
よ
う
に
感
ず
る
。『
大
和
物
語
』
一
四
段
で
は
、
在
原
棟
梁
の
娘
で
藤
原
敦
忠
の
母
を
「
本
院
の

北
の
方
」
と
呼
称
す
る
。
敦
忠
の
妹
で
は
保
明
親
王
皇
太
子
妃
と
し
て
、
延
喜
一
六
年
（
九
一
六
）
一
〇
月
二
二
日
の
保
明
親
王
元
服
時
に
入
侍

し
た
（『
西
宮
記
』・『
北
山
抄
』
な
ど
）
年
齡
に
無
理
が
あ
る
が
、
敦
忠
の
姉
と
し
て
延
喜
三
年
頃
の
誕
生
で
あ
れ
ば
、
年
齡
的
に
は
不
都
合
は

な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
決
定
づ
け
る
よ
う
な
史
料
を
見
つ
け
て
い
な
い
。
仁
善
子
を
本
院
の
女
御
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、
母
親
が
廉
子
女
王
で

あ
っ
て
も
、
棟
梁
の
娘
で
あ
っ
て
も
不
都
合
は
な
い
が
、
熙
子
女
王
を
本
院
の
女
御
と
呼
称
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
何
ら
か
の
混
同
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
を
の
の
宮
の
御
む
す
め
」「
ち
ち
お
と
ど
の
御
も
と
に
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
朱
雀
天
皇
女
御
の
慶
子
か
ら
父
親
実

頼
へ
の
恨
み
言
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
大
和
物
語
』
五
一
・
五
二
段
に
、

　
　

斎
院
よ
り
内
に
、　　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

お
な
じ
え
を
わ
き
て
し
も
を
く
秋
な
れ
ば
光
も
つ
ら
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

　
　

御
返
し
、

　
　
　
　

花
の
色
を
見
て
も
知
り
な
む
初
霜
の
心
わ
き
て
は
お
か
じ
と
ぞ
思
ふ

　
　

こ
れ
も
内
の
御
返
し
、　　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

わ
た
つ
う
み
の
ふ
か
き
心
は
お
き
な
が
ら
う
ら
み
ら
れ
ぬ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る（

（3
（

と
、
宇
多
天
皇
の
愛
情
が
平
等
に
行
き
届
い
て
い
な
い
と
訴
え
る
君
子
内
親
王
と
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
慶
子
の
場
合
、
妹
述
子
と
の
こ
と
と
し

て
は
年
齡
差
が
あ
る
。
や
は
り
、
朱
雀
天
皇
の
寵
愛
が
熙
子
女
王
に
対
し
て
深
か
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
入
内
す
る
こ
と
に
な
っ
た
悲
し
み
か
。
あ
る

い
は
、
朱
雀
天
皇
退
位
に
関
わ
る
問
題
が
ま
だ
奧
底
に
隠
れ
て
い
る
の
か
、
ま
だ
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

少
し
脇
道
に
そ
れ
た
が
、
花
山
院
が
、『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』
へ
と
増
補
す
る
に
あ
た
っ
て
、
朱
雀
院
の
四
十
九
日
の
哀
悼
の
歌



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
四

と
し
て
入
集
し
た
の
は
、「
お
り
ゐ
の
み
か
ど
」
と
し
て
の
花
山
院
の
思
い
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。

注（
１
）　
『
新
編
国
歌
大
観
』
一
角
川
書
店　

昭
和
五
八
・
二　

以
下
、
和
歌
引
用
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
２
）　
『
拾
遺
和
歌
集
増
抄
の
本
文
と
研
究
』
二
松
学
舎
大
学
東
洋
研
究
所
、
研
究
成
果
報
告
書
第
一
、
平
成
一
三
・
三
、
五
二
七
頁
。

（
３
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
７
『
拾
遺
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
・
一
、
三
七
六
頁
。

（
４
）　

和
歌
文
学
大
系
32
『
拾
遺
和
歌
集
』
明
治
書
院
、
平
成
一
五
・
一
、
二
四
七
頁
。

（
５
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
第
三
（
後
篇
）
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
・
一
、
二
九
頁
。

（
６
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
扶
桑
略
記
』
第
二
四
裏
書
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
四
・
一
二
、
二
〇
九
頁
。

（
７
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
六
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
四
・
一
二
、
二
八
一
・
二
八
二
頁
。

（
８
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
第
三
（
後
篇
）
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
・
一
、
三
〇
頁
。

（
９
）　
『
史
料
纂
集
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
九
・
七
、
四
六
頁
。

（
10
）　

高
橋
正
治
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
12
、
小
学
館
、
一
九
九
四
・
一
二
、
三
〇
二
頁
。

（
11
）　
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
大
学
堂
書
店
、
昭
和
四
五
・
一
二
、
二
〇
六
頁
。

（
12
）　
『
藤
原
定
家
筆
拾
遺
和
歌
集
』
別
卷　

汲
古
書
院
、
平
成
二
・
一
一
、
二
三
二
頁
。

（
13
）　

片
桐
洋
一
校
注
『
後
撰
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
６　

岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
・
四
、
二
八
三
頁
。

　
　
　

工
藤
重
矩
校
注
『
後
撰
和
歌
集
』
和
泉
古
典
叢
書
３　

和
泉
書
院
、
一
九
九
二
・
九
、
三
四
〇
頁
。

（
14
）　
『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅰ　

和
歌
文
学
研
究
会
編
、
明
治
書
院
、
昭
和
五
七
・
一
一
、
三
八
五
頁
。

（
15
）　

片
桐
洋
一
校
注
『
後
撰
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
６　

岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
・
四
、
二
六
一
頁
。

（
16
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
公
卿
補
任
』
天
暦
六
年
の
条
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
・
一
二
、
一
九
三
頁
。

（
17
）　
『
藏
人
補
任
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
一
・
六
、
五
五
頁
～
六
〇
頁
。

（
18
）　
『
史
料
纂
集
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
九
・
七
、
一
六
九
・
一
七
〇
頁
。

（
19
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
九
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
五
・
一
二
、
八
〇
五
・
八
〇
六
頁
。

（
20
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
九
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
五
・
一
二
、
八
〇
九
・
八
一
〇
頁
。『
紫
明
抄
河
海
抄
』
玉
上
琢
彌
編
・

　
　
　

山
本
利
達
・
石
田
穰
二
校
訂
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
・
八
、
四
六
二
頁
下
。

（
21
）　
『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
四
十
五
輯
、 

平
成
二
・
一
〇
。

（
22
）　

ち
く
ま
学
芸
文
庫
『
火
山
列
島
の
思
想
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
・
一
。

（
23
）　
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
朝
の
こ
と　

―『
源
氏
物
語
』
の
藤
壷
宮
の
立
后
と
『
大
和
物
語
』
五
段
の
藤
原
穏
子
の
立
后
を
巡
っ
て
―　

　
　
　

二
松
學
舍
大
学
論
集
第
五
七
号
、
平
成
二
六
・
三
、
九
・
一
〇
頁
。

（
24
）　

橘
健
二
・
加
藤
静
子
校
注
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
34
、
小
学
館
、
一
九
九
六
・
六
、
三
七
九
頁
。

（
25
）　
『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
・
昭
和
三
一
・
三
、
二
二
八
頁
。

（
26
）　
『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
・
昭
和
三
三
・
三
、
一
九
四
頁
。

（
27
）　
『
古
事
類
苑
』「
方
技
部
」
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
二
・
一
〇
、
一
七
四
頁
。



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
五

（
28
）　
『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
・
昭
和
三
一
・
三
、
二
四
五
頁
。

（
29
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
第
三
（
後
篇
）
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
・
一
、
四
九
頁
。

（
30
）　

内
田
正
男
編
著
、
雄
山
閣
、
昭
和
五
〇
・
七
、
一
八
一
頁
。

（
31
）　

平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
『
平
安
時
代
の
親
交
と
生
活
』「
陰
陽
道
」
平
成
四
・
一
、
九
一
頁
上
。

（
32
）　
『
日
本
思
想
大
系
』
３　

岩
波
書
店　

一
九
七
六
・
一
二　

二
三
三
頁
。

（
33
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
本
朝
世
紀
』、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
九
・
一
〇
、
一
二
〇
頁
。

（
34
）　

高
橋
正
治
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
12
、
小
学
館
、
一
九
九
四
・
一
二
、
二
九
三
頁
。

（
35
）　

高
橋
正
治
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
12
、
小
学
館
、
一
九
九
四
・
一
二
、
二
八
六
・
二
八
七
頁
。

（
注
記
１
）

Ａ　

延
喜　

五
年
（
九
〇
五
）
生
―
享
年
八
六
歳
と
い
う
推
定
に
よ
る
と
、
二
六
歳
。

①
中
村
忠
行
「
村
上
・
円
融
朝
に
於
け
る
一
歌
人
の
生
涯
（
一
）」『
山
辺
道
』
十
四
号　

昭
和
四
三
・
七

②
山
口　

博
「
専
門
歌
人
た
ち
（
四
）
平
兼
盛
」『
王
朝
歌
壇
の
研
究
』
宇
多
醍
醐
朱
雀
朝
篇　

桜
楓
社　

昭
和
四
八
・
一
一

③
山
崎
正
伸
「『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
平
兼
盛
章
段
の
意
義
―
平
兼
盛
伝
の
再
検
討
を
軸
と
し
て
―
」『
二
松
学
舎
創
立
百
十
周
年
記
念
論
文
集
』
昭
和
六
二
・
一
〇

Ｂ　

延
喜　

九
年
（
九
〇
九
）
生
―
享
年
八
二
歳
と
い
う
推
定
に
よ
る
と
、
二
二
歳
。

④
藤
岡
忠
美
「
平
兼
盛
伝
記
考
」『
平
安
和
歌
試
論
―
三
代
集
時
代
の
基
調
―
」
桜
楓
社　

昭
和
四
一
・
二

Ｃ　

延
喜
一
〇
年
（
九
一
〇
）
～
一
五
年
（
九
一
五
）
生
―
享
年
七
八
歳
と
い
う
推
定
に
よ
る
と
、
一
六
歳
か
ら
二
一
歳
の
間
。

⑤
工
藤
重
矩
「
平
兼
盛
の
系
譜
―
王
氏
・
平
氏
の
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
語
文
研
究
』
四
四
・
四
五
号　

昭
和
五
三
・
六 

Ｄ　

延
長
四
年
（
九
二
六
）
生
―
享
年
六
五
歳
と
い
う
推
定
に
よ
る
と
、
五
歳
。

⑥
増
淵
勝
一
「
平
兼
盛
伝
を
め
ぐ
る
一
・
二
の
問
題
」『
並
木
の
里
』
九
号　

昭
和
四
九
・
四

と
、
四
説
に
分
け
ら
れ
る
が
、
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
梨
壺
の
五
人
や
源
重
之
と
の
関
係
な
ど
か
ら
も
考
え
が
た
い
。
他
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
あ
れ
ば
、
敦
慶
親
王
と
の
関
係
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。

（
注
記
２
）　
『
拾
遺
和
歌
集
増
抄
の
本
文
と
研
究
』
二
松
学
舎
大
学
東
洋
研
究
所
に
引
き
続
き
、
全
二
〇
巻
の
翻
刻
本
文
と
地
名
索
引
・
人
名
索
引
・
書
名
索
引
を
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）

に
用
意
し
た
が
、
研
究
成
果
報
告
書
の
形
態
が
個
人
申
請
で
は
な
く
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
六

朱
雀
院
関
係
年
表

年
号

西
暦

醍
醐

穏
子

朱
雀

慶
子

述
子

村
上

熙
子

朝
忠

敦
忠

延
光

備
　

　
　

　
　

考

 15
延

喜
16

     17
     18
     19
     20
     21
     22

延
長

 １
     ２
     ３
     ４
     ５
     ６
     ７
     ８

承
平

 １
     ２
     ３
     ４
     ５
     ６
     ７

天
慶

 １
     ２
     ３
     ４
     ５
     ６
     ７
     ８
     ９

5
   6
   7
   8
   9

 920
   1

 922
 923

   4
   5
   6
   7
   8
   9

 930
   1
   2
   3
   4
   5
   6
   7

 938
   9

 940
   1
   2
   3
   4
   5
   6

31
 32
 33
 34
 35
 36
 37
 38
 39
 40
 41
 42
 43
 44
 45
 46

31
 32
 33
 34
 35
 36
 37
 38
 39
 40
 41
 42
 43
 44
 45
 46
 47
 48
 49
 50
 51
 52
 53
 54
 55
 56
 57
 58
 59
 60
 61
 62

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９
  10
  11
  12
  13
  14
  15
  16
  17
  18
  19
  20
  21
  22
  23
  24

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
 11
 12
 13
 14
 15
 16
 17
 18
 19

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
 11
 12
 13
 14

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９
  10
  11
  12
  13
  14
  15
  16
  17
  18
  19
  20
  21

　
１

２
　

１
３

　
２

４
　

３
５

　
４

６
　

５
７

　
６

８
　

７
９

　
８

10
　

９
11　

10
12　

11
13　

12
14　

13
15　

14
16　

15
17　

16
18　

17
19　

18
20　

19
21　

20
22　

21
23　

22
24　

23
25　

24

６
   ７
   ８
   ９
   10
   11
   12
   13
   14
   15
   16
   17
   18
   19
   20
   21
   22
   23
   24
   25
   26
   27
   28
   29
   30
   31
   32
   33
   34
   35
   36
   37

 10
 11
 12
 13
 14
 15
 16
 17
 18
 19
 20
 21
 22
 23
 24
 25
 26
 27
 28
 29
 30
 31
 32
 33
 34
 35
 36
 37
 38

  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９
  10
  11
  12
  13
  14
  15
  16
  17
  18
  19
  20

10
月

仁
善

子
入

侍
推

定
14

／
保

明
親

王
14

3
月

貴
子

入
侍

15

慶
頼

王
生

3
月

21
日

東
宮

保
明

薨
21　

4
月

29
日

慶
頼

王
東

宮
3　

7
月

24
日

寛
明

（
朱

雀
）

生

朝
忠

東
宮

時
中

　
6

月
18

日
東

宮
慶

頼
王

薨
5　

7
月

21
日

寛
明

親
王

立
太

子
3

1
月

7
日

朝
忠

従
五

下
（

東
宮

御
給

）
源

延
光

生

9
月

22
日

譲
位

9
月

29
日

醍
醐

天
皇

崩
御

1
月

4
日

朱
雀

天
皇

元
服

15　
2

月
熙

子
女

御
推

定
15･16

8
月

27
日

敦
忠

任
参

議
2

月
15

日
成

明
（

村
上

）
元

服
15

1
月

7
日

朝
忠

正
五

下
2

月
22

日
慶

子
入

内
推

定
14　

7
月

16
日

慶
子

女
御

1
月

7
日

朝
忠

正
五

下
従

四
下

　
3

月
7

日
敦

忠
没

38
4

月
22

日
成

明
（

村
上

）
東

宮
19

9
月

5
日

藤
原

仲
平

歿
12

月
19

日
藤

原
仁

善
子

没
推

定
43

4
月

20
日

譲
位

24　
4

月
28

日
村

上
天

皇
即

位
21　

述
子

入
内

12
月

25
日

女
御

14

推
定

推
定



『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
一
二
八
八
番
歌
朱
雀
院
に
つ
い
て

五
七

年
号

西
暦

醍
醐

穏
子

朱
雀

慶
子

述
子

村
上

熙
子

朝
忠

敦
忠

延
光

備
　

　
　

　
　

考

天
暦

 １
     ２
     ３
     ４
     ５
     ６
     ７
     ８
     ９
     10

天
徳

 １
     ２
     ３
     ４

応
和

 １
     ２
     ３

康
保

 １
     ２ ３
     ４

安
和

 １

947
   8
   9

 950
   1
   2
   3
   4
   5
   6

 957
   8
   9

 960
 961

   2
   3

 964
   5
   6
   7

 968

 63
 64
 65
 66
 67
 68
 69
 70

25
  26
  27

　
28

  29
  30

20
 21
 22
 23
 24

15
 22
  23
  24
  25
  26
  27
  28
  29
  30
  31
  32
  33
  34
  35
  36
  37
  38
  39
  40
  41
  42

26 25
27 26
28 27
29 28

38
   39
   40
   41
   42
   43
   44
   45
   46
   47
   48
   49
   50
   51
   52
   53
   54
   55
   56
   57

 
21

  22
  23
  24
  25
  26
  27
  28
  29
  30
  31
  32
  33
  34
  35
  36
  37
  38
  39
  40
  41
  42

10
月

5
日

述
子

没
15

5
月

5
日

朱
雀

上
皇

女
御

熙
子

女
王

没
推

定
28･29

1
月

30
日

朝
忠

左
中

将
  10

月
9

日
慶

子
歿

推
定

24
8

月
15

日
朱

雀
院

崩
御

30  12
月

1
日

朝
忠

任
参

議
1

月
29

日
参

議
朝

忠
兼

備
前

守
1

月
2

日
5

参
議

朝
忠

兼
大

弐
3/大
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